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1. はじめに 

 幾何マージンやカーネルの効力を活用するパターン分

類器の学習法に，多クラスサポートベクターマシン

（Multi-Class Support Vector Machine: MSVM）[1]とカーネ

ル最小分類誤り（Kernel Minimum Classification Error: 

KMCE）学習法[2]がある．しかし，両者の比較分析は必ず

しも十分ではない．本稿では，MSVM を初期化に用いた

KMCE学習法の評価実験を行い，両者の比較をする． 

 

2. MSVM と KMCE学習法 

 両学習法は識別関数にカーネルの重み付き線形和を用

いている点では同じだが，次のような違いがある．MSVM

はカーネルにかかる重みのみを学習対象としているのに

対し，KMCE 学習法は重みとプロトタイプを学習することが

できる．また，損失関数として MSVM はヒンジ損失を，

KMCE学習法は平滑化 0-1損失を用いている． 

  

3. 評価実験 

3.1 実験概要 

 UCI Machine Learning Repository が提供する Letter 

Recognition データセットを用いた．評価方法には Hold 

Out 法を採用し，20000 個のデータを 1000 個の学習用標

本と 19000 個の試験用標本に分割した．また,カーネルは

ガウスカーネルを用いた． 

 

3.2 実験 1：MSVMで初期化した KMCE学習法の評価 

 MSVM によって得られたサポートベクターとそれに対応

する重みで初期化をした KMCE 学習法の評価を行い，両

者の性能の比較を行った． 

 

 結果を表 1に示す．ここで，「model size」はMSVMで得ら

れたサポートベクターの数を，Closed Test は学習用標本

上の分類率を，Open Test は試験用標本上の分類率を表

す．KMCE学習によって，Closed Test と Open Testのいず

れにおいても MSVMの分類率が改善されたことがわかる． 

 

表 1 実験 1の結果． 

 

3.3 実験 2：モデルサイズを縮小した場合における KMCE

学習法と MSVMの比較 

 実験 1 で全サポートベクターを初期化に用いていたのに

対し，本実験では使用するサポートベクター数を削減し，

モデルサイズを縮小した上で KMCE 学習を行った．サポ

ートベクターの中で分類判断への貢献度がより小さいもの

を削減するために，対応する重みベクトルのノルムが閾値

T以上となるものをモデルとして残した． 

 また，比較として削減後のサポートベクターを学習標本と

した MSVMでの評価も行った． 

 結果を表 2 に示す．「model size」は削減後のサポートベ

クターの数である．モデルサイズが縮小するにつれ，両学

習法の認識率に明確な差が生じた． 

表 2 実験 2の結果． 

 
 

4. まとめ 

 MSVMを初期化に用いたKMCE学習法の評価実験を行

った.その結果，特に縮小したモデルサイズを用いた場合

において，KMCE学習法が MSVMに対し明確な優位性を

示すことが明らかとなった． 
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